
g 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆 様 で ご 回 覧 下 さ い 

回
覧
印 

          

 ※バックナンバー（Vol.1～7）をご用意しております。ご希望の方は当社営業部までお気軽にお問い合わせ下さい 
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1. 型打鍛造加工品のご案内 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お問い合わせ先→権田金属工業㈱ 営業開発部 高安（タカヤス）まで  

 特長① 多くの材質に対応します 

・銅、黄銅、アルミ、チタン、ステンレス、鉄等および、それらの合金に対応します。 

 （RoHS 指令対策の材質もご相談に応じます） 

特長② 一貫の製造が可能です 

・設計・試作から量産まで、一貫して製造をいたします。 

 （銅、黄銅については素材も自社製造品を使用します） 

特長③ コスト改善に寄与 

・材料歩留り向上と加工時間の短縮が可能です。 

 （原料コストやエネルギーコスト高にも威力を発揮します） 

ﾎﾟｲﾝﾎﾟｲﾝﾄ① 型打鍛造による歩留り向上の考え方 

     ＜ 無酸素銅型打鍛造品 ”チーズ”の例 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎﾟｲﾝ  

ﾎﾟｲﾝ ﾎﾟｲﾝﾄ② 型打鍛造の加工精度 ⇒ 冷間鍛造なら寸法精度は±0.2mm 

ﾎﾟｲﾝ ﾎﾟｲﾝﾄ③ 型打鍛造の大きさ ⇒ １ヶあたり 10ｇ～20ｋｇ超まで 

ﾎﾟｲﾝ ﾎﾟｲﾝﾄ④ 型打鍛造の生産性 ⇒ 機械加工に比べて大巾にアップ 

ﾎﾟｲﾝ ﾎﾟｲﾝﾄ⑤ 型打鍛造の設計 ⇒ 製品図より３次元鍛造図を作成 

ﾎﾟｲﾝ ﾎﾟｲﾝﾄ⑥ 型打鍛造の設備 ⇒ 45 ㌧～1000 ㌧の鍛造プレス機を保有 

ﾎﾟｲﾝ ﾎﾟｲﾝﾄ⑦ 型打鍛造の後加工 ⇒ 打ち放し～機械加工、メッキ加工まで 

 

 
 

機械加工の場合、 

斜線部分が 

ロスになる 

型打鍛造 

だったら… 

最初から 

製品形状！ 

素材重量100とすると･･･ 素材重量40に軽量化 

最小限の 

機械加工で 

製品化 

歩留り 30% 歩留り 75% 

 
 

当社では各種型打鍛造品の 

製造が可能です。 

まずは図面をＦＡＸ！！ 

⇒０４２－７００－０６６０ ﾏﾃﾞ 



 

2-1.「ｶﾄﾞﾐﾉﾝ CN ｼﾘｰｽﾞ」取り扱い店のご案内 

 

 ◆カドミレス黄銅棒『カドミノンＣＮシリーズ』在庫切断販売開始！！◆ 

EU（欧州連合）では、いよいよ本年 2006 年 7 月 1 日より“RoHS 指令”（日本語訳『特定

有害物質使用制限指令』）を発令します。 

電気・電子機器製品に使用される素材について、カドミウム含有量を 0.01％（100ppm） 

以下に、鉛・水銀・六価クロムは 0.1％（1,000ppm）以下に抑制しなければ EU 圏内での 

販売を禁止するといった内容の指令です。 

＊ 黄銅棒に関しては、鉛は当分の間４％（40,000ppm）以下の抑制といった特例がついて

います。 

黄銅棒業界では、カドミウム含有量 0.01％（100ppm）以下の対応を余儀なくされました。

需要家様においては、家電業界は早々に昨年春季より低カドミウムの黄銅棒材料の採用、 

切替に動かれました。秋季以降は、自動車業界、光学業界、機械部品業界と様々な業界の需

要家様も RoHS 指令への対応で低カドミウムの黄銅棒材料の採用、切替に動かれています。 

権田金属工業㈱では、昨年 6 月より RoHS 指令対応の『カドミノン CN シリーズ』の製造、 

販売を開始して需要家様のご要求に対応して参りました。 

当社で製造、販売している黄銅棒は、業界ではいわゆる太物といわれるサイズです。 

太物サイズは、需要家様がご要求の長さに切断された黄銅棒を必要量のみ、その都度購入さ

れる調達方法が主流となっています。RoHS 指令の発令期日が近づくにつれ、在庫切断販売

に対するご要求が市場で多くなって参りました。 

そこで当社は在庫切断販売を業務とされている問屋様と相談、ご協力を得て国内の主要エリ

アでの問屋様によるカドミノン太物サイズの在庫切断販売が出揃うことになりました。 

各社様共、カドミウム 75ppm 以下の『カドミノン C3604』を在庫切断販売をして頂い 

ております。在庫切断販売のサイズ、価格、納期等につきましては、皆様方より各在庫 

切断販売問屋様の方へ直接お問合せ頂くようお願い申し上げます。 

（記者 吉田） 

  関東地区   横浜伸銅株式会社    神奈川県横浜市神奈川区神奈川 2-10-15 

     TEL  045-461-0941 

        株式会社  東新    東京都墨田区東向島 3-12-1 

                     TEL  03-3614-0600 

  甲信地区   諏訪金属株式会社    長野県諏訪郡下諏訪町 10616-228 

                                      TEL  0266-28-3360 

  東海地区   水野金属商事株式会社  愛知県豊田市駒場町田戸 51-1 

                                      TEL  0565-57-5311 

  関西地区  橋本産業株式会社    大阪府大阪市生野区巽北 2-3-5 

                                      TEL  06-6751-6424              



 

 

2-2．「ｶﾄﾞﾐﾉﾝ CN ｼﾘｰｽﾞ」品質管理について 

 

Ⅰ、原材料成分の管理 

  黄銅棒のカドミウム含有量を RoHS 指令の規制値 100ppm 以下にするには、使用する 

  原材料中（切粉、銅スクラップ、亜鉛他）のカドミウム量を制限する必要があります。 

  購入した原材料の少量を溶かして分析用サンプルを作り、そのサンプルの表面を研磨 

して蛍光 X 線分析器にてカドミウム他微量成分を分析しています。 

当社では実際に原材料を使用する前に成分分析値を把握し、その分析結果を基に 

RoHS 指令の要求する化学成分に合わない原材料は使用しておりません。 

 

Ⅱ、製造ラインでの管理 

  電気炉溶解後の分析結果で『カドミノン』の社内判定基準に合格した鋳造ビレットは、 

  従来の一般鋳造ビレットと区別するために鋳造ビレットの端面に紫色の塗料を塗布し 

ます。そして各製造工程の作業終了毎に仕掛品の端面に紫色の塗料を塗布し、最終製品

となるまで端面の紫色で識別管理を行っています。 

 

Ⅲ、製品のカドミウム量の確認 

  微量のカドミウムの分析には蛍光 X 線分析器を用いて、カドミウムの含有量を分析、 

  確認をしています。 

  また抜き取りで製品から採取したサンプルを原子吸光分析器を用いてカドミウムの 

含有量を再度分析し、カドミウム含有量の再確認、再チェックを実施しています。 

 

Ⅳ、当社のカドミウム分析方法 

  蛍光 X 線分析：X 線を試料に照射し、試料から発生した蛍光 X 線を検出・分光して 

         含有する元素分析を行う方法。 

  原子吸光分析：液体試料を霧状にして炎中に導入、光源の光を炎中にあて、分光器 

         を経由して各金属固有の光の吸収量を検知器で測定する方法。 

                     

 

                               （記者 吉田） 

 



                                 

3. ＧＫ沿革(第６回)…「第三代権田藤三郎」時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．ＧＫｷﾞｬﾗﾘｰ…２００６年入社式より 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革（第６回）権田金属工業㈱に改名 

空襲と敗戦から立ち直ることを決意した権田藤三郎は、同時に平和産業への転換をも心に決め 

昭和２２年 1 月に社名を権田金属工業株式会社に変更。復興第一期予算として５００万円を計上し

それまで借地だった工場の土地三千三百坪を買収、機械、電気の設備も更新して同年 9 月に操業を

再開しました。 

権田藤三郎は一方で自らの後継者についても考えるところがあり、それまで二人の養子を迎えなが

ら間もなく死去したため、権田清一から三番目の養子として次女信子を迎えました。同時に自らが

信頼していた河合匡工学博士の紹介で昭和２３年９月９日には長野市三輪田町１３６０番地の徳武

数次郎家から五男忠志（川崎市の東芝鋼管工業㈱主任）を迎え、翌２４年４月に河合博士の媒酌で

信子と結婚、この夫婦を養子にしました。その忠志と信子の間に昭和２５年２月６日、男児が誕生

し源太郎と命名されましたが、権田家では四代目にして初めての子どもだったことから藤三郎は『藤

善』の雅号で『初孫の産声に餅こがしけり』、『 麗らかな恵みに藤の蔓芽吹きてやがて花薫るらむ』 

とその喜びを歌っています（昭和２５年８月）。昭和２４年２月には資本金を２５万円増資して１０

０万円にしましたが、四代目の結婚と五代目の誕生に権田藤三郎が行く末に安堵したのか 

積年の苦労も忘れたかのように昭和２５年９月１１日、永眠しました（享年６５歳）。そして苦楽を

共にした妻モトも藤三郎亡きあと、しばらく代表取締役を務めましたが昭和２８年１月２７日に 

他界しました。                                   続く                                                   

（８０周年記念誌「あゆみ」より） 

２００６年４月３日（月） 当社会議室にて新入社員入社式が行われました。厳しい競争を勝ち抜いた 

精鋭５名を迎え、益々活気づく GK ！！これからはプロのエンジニアとして、思う存分力を発揮し 

自らの夢をかたちにしていって欲しいと思います。 

役員を囲んで記念撮影 緊張した面持ちで答辞を読み上げ

る新入社員代表 
 

 



 

5. 相場情報…２００６年・第２四半期見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆電気銅建値推移◆ 

 １月・・・５８０円スタート（平均 ５８８．４円） 

 ２月・・・６３０円スタート（平均 ６４０．５円） 

 ３月・・・６１０円スタート（平均 ６４２．２円） 

 ４月・・・６９０円スタート。６日にはＬＭＥ現物が５８００ドル／ＭＴ超えとなった。 

   

◆LME 在庫状況及び需給状況◆ 

ＬＭＥ在庫は、１月～２月は１０万トン前後で推移し３月に入り徐々に増加、３月１５日に

は直近のピークとなる１３万４７２５トンまで回復。その後は減少傾向に転じ４月には再び

１１万トン台となった。 

３月初から中旬にかけてＬＭＥ在庫が増加したのは、中国国家備蓄局による大量の先物売り

の決済に伴い中国から銅地金の現物がＬＭＥの倉庫に持ち込まれた為と言われており、最近

の減少傾向は実需を反映しているという声もある。 

供給については生産側は増産を計画しているものの、インドネシアの鉱山会社での事故や高

騰し続ける相場を背景とした賃上げ要求のストライキなど生産の障害となる情報も入って来

ている。 

また各社が一斉に増産計画を進めているので生産に関する設備機器が不足しているとも言わ

れている。例年欧米市場は６月に需要期を迎える事に加え中国を始めとしたアジア地域の需

要を考慮すると銅需給状況は一層逼迫する可能性も考えられる。 

 

 

【銅地金相場推移】
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◆現在の相場状況◆ 

投機資金の銅相場市場への流入が止まらず銅相場は連日上昇傾向にあり、当面は投機資金の

流入が継続し相場の下支えとなると考えられる 

しかしながら供給も生産体制に若干の不安は残るものの徐々に増産が進み、遠からず需給は

均衡すると思われる。２００６年末には大方の予測通り供給過剰となる可能性がある事から

現在の相場を維持出来ない状態になる事も予測される。 

 

◆為替の見通し◆ 

３月９日の日銀量的緩和政策解除後は、円高材料に乏しい状態が続いている。 

またＦＢＲ（米国連邦準備理事会）の利上げ長期化観測等の円安材料もあり、米国経済状況

次第では更に円安方向に進む可能性も否定出来ない。 

 

◆相場の見通し◆ 

供給側に生産体制に関する不安があり、需要も底堅いと思われるが、供給体制が整い銅地金

の供給過剰という局面が訪れると考えられる。そうなれば銅相場は下落の方向に進み、投機

資金も銅相場から離れて行く事が予想される為、銅相場は更に下落する可能性もある。 

投機資金の流入がいつまで継続するのかが銅相場を見る上でのポイントとなる。 

 

◆相場予測◆ 

短期予測（１Ｍ） ： ＬＭＥ＄5,350～5,950 為替￥115～120 銅建値￥680～750 

長期予測（３Ｍ） ： ＬＭＥ＄5,000～6,100 為替￥112～122 銅建値￥610～770 

 

 

（記者 日吉） 

 

 

 

 

 

 


